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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～
｢学び合い 支え合い 高め合い｣

ご存じのとおり、
地域の伝統行事であ
る「刈和野の大綱引
き」が今年も中止と
なってしまい、本当
に残念ですが、地域
の伝統行事を深く知
るために、1月28日
(金 )、保存会の今野
会長さん、二日町建
元の戸島さん、五日
町建元の髙橋さんに
お越しいただいて、
今年も「大綱講演会」
を1年生対象に行う
ことができました。
講演会では、この伝統行事が500年以上

続いていることや実際の大綱の作り方や綱の
合わせ方、そして建元さんの思いなども熱く
語っていただきました。
来年こそは、ぜひ勇壮で賑やかなこの地域

の伝統行事に参加できることを楽しみにして
います。

1月31日(月)、2
年生が社会科の学習
の一環で旧双葉小学
校の場所に平成29
年にできた「大仙市
アーカイブズ」に、
校外学習で行ってき
ました。
2年生の皆さんは、

最近、社会科の歴史
の学習で、幕末の出
来事について学びま
したが、職員の方の
お 話 を う か が っ た
り、館内を見学した
りしながら、ここ刈
和野地区でも戊辰戦
争 (新政府軍vs旧幕
府軍の戦い)が実際に
起きていたことに驚
いた様子でした。
今回の訪問で、さらに地域の歴史について

もっと調べてみたいという意欲のある声も聞
かれ、とても意義のある活動になりました。

2月1日(火)、今年
度の反省と来年度に
向けた意見や要望等
を確認し合う2回目の
生徒総会が行われま
した。今回もタブレ
ットPCに資料をダウ
ンロードしてペーパー
レスでの総会となりま
した。
議長は2年の俵谷

さんと信田 さんが
務め、とてもスムーズ
に会を進めることがで
きました。各専門委員
長からの説明の後に
は、全校生徒からたく
さんの意見や質問が出
されましたし、佐々木
生徒会長からは制服の
見直しに関する提案も出され、生徒みんなが
居心地の良い学校にするために真剣に考えて
くれていることに感心させられました。
生徒会活動への積極的な関わりによって、

立派な大人になるために必要な自主性や責任
感を育むことができます。生徒会執行部の皆
さんが何かをしてくれるのを待つのではな
く、「私は生徒会のために何ができるのだろ
うか？」ということを考えられる西仙北中生
になってくれることを願っています。

どこか3年生の皆さ
んには申し訳ないので
すが、やっと西仙北中
にも夏用のエアコンが
各教室に設置されまし
た。大仙市では昨年度
が小学校、そして今年
度が中学校という順番
で設置されてきました
が、これで市内全ての
小･中学校で夏も暑さに
うんざりすることなく
快適に学習ができるよ
うになります。
今年の夏から稼働する予定です。１･２年

生の皆さんは、今まで以上に集中して学習に
臨めると思いますので、成績もグーン！とア
ップできそうですね^^;

ホームページ･ブログもご覧ください(随時更新)



保護者の皆様には、年末のお忙しいところ、アンケートにご協力いただきまして、誠にありがとう
ございます。アンケートの詳細につきましては、「よりよい学校づくりのためのアンケート（後期）
の結果と御礼」でお知らせしておりますが、今回は特筆すべきデータのみご紹介いたします。

※グラフの凡例は、左側から「④そう思う」「③ややそう思う」「②あまりそう思わない」「①そう思わない」と
なっております。

○７月の評価を上回った生徒評価項目 ○７月の評価を上回った保護者評価項目
１３ 地域との連携（地域活性化） ２ 相手を察した言葉遣い・振る舞い

１１ 分かりやすい授業 ６ 好き嫌いせず三食食べる

・この他に、以下の項目について、７月の評価を上 ・この他に、以下の項目について、高い評価をい
回りました。(番号は項目番号、順番は評価の高い順) ただきました｡(番号は項目番号、順番は評価の高い順)

１ 明るく積極的なあいさつ １６ 適切な休養日
３ 生命尊重 ８ 安全な登下校

１５ 望ましい校内環境 １２ わかりやすい教育活動の伝達
２ 相手を察した言葉遣い、振る舞い

今回のアンケートで、生徒評価の伸びが大きかったのが「地域連携」で、特に、２・３年生が高く評価してい
ました。総合的な学習の時間の調査活動や職場体験学習、コラボ和菓子など、今までの継続した活動が評価され
たものと考えます。また、今回「生命尊重」「相手を察した言葉遣い・振る舞い」が伸びました。合い言葉「心を
寄せ合おう 立志の丘で」が体現されたものと思います。保護者評価の伸びが大きかったのは「相手を察した言
葉遣い・振る舞い」「好き嫌いせず三食食べる」でした。どちらも７月の評価では特に高い評価を得た項目ではな
かったのですが、今回、心の成長、健康増進に関する内容が評価されたことは、知・徳・体のバランスのとれた
生徒の育成につながったものととらえ、うれしく思います。また、今回の自由記述にも、学校での取組について
の情報発信について評価してくださっている記述が多数ありました。今後も、保護者や地域の皆様とともに、地
域に開かれた学校として様々な教育活動に取り組んでまいります。

●７月から下がった生徒評価項目 ●７月から下がった保護者評価項目
７ 積極的な体力づくり １３ 地域との連携

９ 緊急時の安全な対処 ７ 積極的な体力づくり

・この他に、７月調査より低い評価の項目はありま ・この他に、以下の項目について、７月調査より
せんでした。 低い評価でした｡

１５ 望ましい校内環境

生徒評価の「積極的な体力づくり」については、残念ながら保護者の評価もあまり高くはありませんでした。
本校ではコロナ流行前までは、ほぼ毎日「５分間走」に取り組んでいましたが、感染予防対策のためここ２年間
は行っておりません。運動部以外の生徒にとって運動の機会が減ったこともこの評価につながったのではないか
と考えます。健康な生活を送るための生徒の体力アップについて再考していきたいと思います。
｢緊急時の安全な対処｣については、災害時に命に関わる項目ですので、生徒の意見も聞きながら、実効性の高

い訓練を今後検討したいと思います。
｢地域との連携｣については、生徒も保護者も全体的には高い評価なのですが、７月より下がってしまった原因

はコロナウイルス感染拡大による行事等の中止によるものと考えます。来年度はぜひコロナ収束を願っています。

(集計･コメント：後藤教頭）
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